
2 日 本短角種にかける肥育方式 (濃厚飼料の給与水準 )の

違いによる増体と飼料の利用性   ―

1  背 景 と特徴

肥育経営にないて、肥育方式 (険厚飼料の給与水準 )の違いによる肥育自数、日増体重、飼

料の所象量等を把握 してかくことは重壊なことである。過去、日本短角種について畜試で試験

した4つの肥育方式を分析 し、肥育方式の選択の参考に資する。

分析に用いた肥育方式 (250浄 ～ 6oO A7)
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2  技 術の内 容

1) 肥 育日数 I(344日 )<V(350日 )<ロ
ー 1=皿 …2(378日 )<正 (397日 )

肥育日数で肥育方式を選拓するならIV型

肥育方式の違いにより、約 55日の差がみられ、濃厚銅料多給型が日数が少ない。

2) 日 増体宝 I(1.02A7)>Ⅳ (1.00枠 )配-1=M-2(0.92枠 )>I(0.88A7)

日増体量で選択するならI、 W型

肥育日数と同様の傾向であり、I、Ⅳ型が日増体量でl A7を越えた。

3)飼 料象求率 (TDN)Ⅳ 6.6竹<I(7.2枠 )組に-2(7.4竹 )<I(7.5A7)<販 T

l ( 7 . 7 町)                !

飼料残求率 (TDN)で 選択するならⅣ型 、 l A27増体に象 した TDN童 は肥育方式の連

いに より1,1枠の差がみ られ、Ⅳ型がとくに優れた。

4)濃 厚鋼料の所黎量 ロー2(2,160々 )キ肛Tl(2,200脅 )<Ⅳ ((2,460協)<E
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( 2 , 5 5 0 枠) < I ( 2 , 9 5 0 皆)

濃厚飼料の所象量で選択するなら回二 2、皿-1型

濃厚飼料の給与水準を低く抑えた回-2、 肛-1の 所象量が少なく、濃厚飼料題会のI

型に比べ、約 800枠、V型 よりは約300々節約している。しかし、粗飼料の所要量は、

界乾物 I型 より約 1,200 、々Ⅳ型より350A7多く消費する。

生産に回ったエネルギーの効率 (実際のD。0/推 定 D.3)

Ⅳ(103%)>lll-2(96%)>I(91%)>I(89%)幸 El二1(88%)

直接経費の試算

労賃 100円/頭 1日、濃厚飼が170円、ヘイキュ
ーブ50円、乾車 35円、ヨーンサイレ

ージ8円、ライ麦サイレージ8円、グラスサイレ
ージ6円

田-1(240,000)<V(251,000)<I(264,o00)<I(275,000)<llI-2(285,000)

3  指 導上の留意点

粗飼料多給の場合、養分的にみて粗飼料の生産費が演厚飼料の価格より下回らなければなら

ない 。
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肥 育 日 数 日 増 体 量

濃厚飼料の摂取量

(体重比 )
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